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宮城県東部地方振興事務所 

石巻エリアファンクラブ 会員証第 1号の知事への贈呈を行いました 

 
東日本大震災から 10 年の節目を迎えるにあ

たり，石巻地域での関係人口の拡大と観光推進

を目指し，「石巻エリアファンクラブ」を創設

しました。 

 3 月 1 日(月)には，県庁で本ファンクラブ運

営事務局の石巻圏観光推進機構 後藤代表理事

から村井知事へ第 1 号の会員証の贈呈を行いま

した。後藤代表理事からは「全国からいただい

た復興支援への感謝の気持ちを発信し，まずは会

員 1 万人を目標にする」との意気込みをいただき，村井知事からは「全国的にも珍しい取組。沿岸部

が元気になることを期待している。」とのお話がありました。 

 本ファンクラブは，入会費・年会費無料で同機構のホームページから申し込むことでどなたでも入

会できます。会員証は，電子マネー機能もしくはクレジット機能の２種類から選択でき，１年間の利

用累計額に応じた特典が受けられます。 

 会員証を用いた決済利用額の一部が同機構に寄

付され，観光振興事業に役立てられますので，石巻

地域を応援したい方々，これまで石巻地域にご縁

のあった方々など，皆様の入会をお待ちしており

ます。 

 詳細は以下の HP から御確認いただけます。 

 https://www.ishinomaki-area-fan.com/           

■お問い合せ 東部地方振興事務所  地方振興部 振興第二班 電話番号 0225-95-1767 

 

クレジット会員証デザイン 

 

村井知事への会員証贈呈の様子 

 

電子マネー会員証デザイン 

 



「石巻地域産業人材育成プラットフォーム会議」を開催しました 

 

 
  令和 3 年 3 月 1 日（月），宮城県石巻合同庁舎大

会議室において，「石巻地域産業人材育成プラット

フォーム会議」を開催しました。 

 この会議は，石巻地域の産業・教育・行政関係機

関が連携し，管内高校生等の職業意識の醸成を図る

とともに，地域産業への理解を促進し，地域の産業

に必要な人材の育成・雇用・定着を図るための体制

を構築することを目的に，毎年度開催しています。 

 特に，今年度は，新型コロナウイルス感染症の拡 

   大により，就職を取り巻く環境にも大きな影響が生じたほか，将来的に生産年齢人口が著しく減少すると予

測されている人口減少社会の中，構成機関がこれまで以上に連携しながら，人材育成や確保等への取組を強

化していく必要があるとの共通認識の下，各機関との積極的な意見交換等を行うことができました。 

 引き続き，各機関と協働しながら石巻地域の持続可能な産業の発展に努めて行きます。 

 

■お問い合せ 東部地方振興事務所 地方振興部 商工・振興第一班  電話番号 0225-95-1414 

 

「トルコ国営テレビの撮影」が行われました 

 

 
震災から 10 年を迎えるにあたり，トルコ国営テレビが石巻市内で

取材を行いました。トルコ共和国の救援隊は，震災直後の 3 月 22 日

に石巻入りし，石巻市雄勝町明神地区で行方不明者の捜索活動を行

ったことから，今回の取材が実現しました。 

 撮影には，当時，救援隊に家族を捜索していただいた地元出身の男

性が参加。遠隔ロボットでトルコ共和国と中継を繋ぎ，救助隊のムム

ジュ元隊長と約 10 年ぶりの再開を果たしました。 

 ムムジュ元隊長からは，「トルコ共和国も日本と同様の地震国であ

り，トルコの人々も日本の救援隊に助けられた恩がある。もし，再び

災害があれば，必ず駆けつける。」と語っていました。 

 日を改めて石巻合同庁舎で行われた撮影では，東部地方振興事務

所の佐藤所長がトルコ国営テレビの記者から遠隔ロボットを通じた

インタビューを受けました。 

 当時，トルコ救援隊に支援いただいた感謝や石巻地域の復興状況，

昨年 10 月 30 日に発生したトルコ大地震に対し，義援金の贈呈を行

った経緯などをお話しました。 

 今回の撮影を通じ，トルコ共和国と日本の友好関係の深さを改め

て確認することができました。 

 

 

 

■お問い合せ 東部地方振興事務所 地方振興部 振興第二班  電話番号 0225-95-1767 

会議の様子 

遠隔ロボットを使用した撮影の様子 

石巻合同庁舎内での撮影の様子 



6 次産業化商品の新レシピ試食会を開催しました。  

 

  令和 3 年 2 月 10 日，6 次産業化に係る販路開拓に向けた戦略

研修会（第 3 回目）を開催しました。本研修会では管内の 6 次産

業化に取り組む農業者を対象に，販路開拓に焦点をあて，バイヤ

ー等に向けての企画提案方法についてワークショップ等で学ぶ

とともに，ツールとしてのレシピ開発を行うものです。 

 ちなみに「6 次産業」の 6 は，農林漁業本来の１次産業（生産）

だけでなく，2 次産業（工業・製造業）・3 次産業（販売業・サー

ビス業）を経営に取り込むことから，「1 次産業の 1」×「2 次産

業の 2」×「3 次産業の 3」のかけ算の 6 を意味しています。 

 最終回の今回は管内農業者の冷凍いちごやパプリカ，ササニシ

キ米粉，手作りバターを使用した新レシピを開発し，参加者と共

に試食しながら，自社商品の強みや今後の販売の方向性等につい

て講師のお二人からアドバイスをいただきました。 

 参加者からは「新たな食べ方提案が非常に参考になった。今後

の販売に活用したい。」，「研修を通し，販売について考える貴

重な機会となった。」等の意見が出ました。 

 

 

 

■お問い合せ 東部地方振興事務所 農業振興部 農業振興班  電話番号 0225-95-7809 

 

農山漁村地域復興基盤総合整備事業「大曲地区」権利者会議を開催しました  

 

 

大曲地区は，東松島市東部に所在します。地区の北側・東側

を二級河川定川に，西側を航空自衛隊松島基地に囲まれた水田

地帯です。 

 当地区は東日本大震災の津波により大きな被害をうけたこ

とから，復興交付金を活用した農山漁村地域復興基盤総合整備

事業により，ほ場整備事業を実施してきました。工事が完了し，

地域で換地計画が作成されたので，令和 3 年 1 月 12 日（火）

権利者会議を開催しました。当会議では関係権利者の 2/3 を

超える出席（書面議決書含む）のもと，出席者のうち議長を除

く 2/3 を超える方から賛成を得たため，換地計画が議決され

ました。当計画に基づいて，今後換地処分が行われます。 

 なお，換地処分とは，工事前の土地区画（従前地）とそれに

対応して配分された工事後の土地区画（換地）を法律上同一の

ものとみなしたうえで，工事前の土地区画に存在した所有権等

の各種権利を工事後の土地区画に一括して移転するものです。 

 

 

 

■お問い合せ 東部地方振興事務所 農業農村整備部 管理指導班  電話番号 0225-95-7922 

6 次産業化商品の新レシピ試食の様子 

6 次産業化商品のレシピ写真 

議決の様子 

新型コロナ感染拡大防止の取組を徹底しました 



豚熱のワクチン接種を開始しました 

 

 

 
 豚熱は，平成 30 年 9 月に岐阜県で 26 年ぶり

に感染が確認されて以降，感染が拡大し令和3年

2 月 1 日現在で 11 県の農場で発生しています。

また，野生イノシシでは 23 都府県で確認されて

おり，令和 2 年 9 月に福島県で感染した野生イ

ノシシが確認されたことから宮城県が「ワクチ

ン接種推奨地域」に指定されました。県では 10

月より福島県に近い地域から接種を始め，管内

農場でも 1 月 8 日から接種を開始しました。 

 1 月 27 日に県内全域での初回接種は終了しま

したが，今後，国内での清浄性が確認されるまで

接種を継続していきます。 

   
 ※ 豚熱は，豚やイノシシへの強い伝染力をもつ病気ですが，人には感染しません。仮に豚熱に感染した

豚やイノシシの肉を食べても人体に影響はないとされております。なお，感染した豚の肉が，市場に

出回ることはありません。 

 

■お問い合せ 東部地方振興事務所 畜産振興部 畜産振興班  電話番号 0225-95-1438 

 

宮城県緑化功労者の表彰を行いました  

 
 

県は県土緑化運動に永年にわたって貢献し，その功績が特に

顕著で他の模範となる方や，緑化推進に特に顕著な功績があっ

た方を宮城県緑化功労者として表彰しています。 

 今年度は県内で 3 事例の受賞があり，うち１名は石巻市在住

の高橋勉氏が受賞されましたので御紹介します。 

 高橋氏は，長年にわたり自伐林家として植栽から伐採までの

循環型森林作りに尽力されてきました。また，イヌワシとの共

存を目的として 2019 年 11 月に発足した「一般社団法人イヌ

ワシと共生の森いしのまき」では会員として活動に参加してお

り，樹種や植生，伐採についての豊富な知識や経験を生かして

森林整備活動の指導者的立場として活動されています。 

 また，ボランティア活動として海岸林の植栽活動や地元での

植樹祭への活動に積極的に参加されています。 

 2 月 4 日，当所林業振興部長から表彰状と記念品を受け取っ

た高橋氏は感謝と喜びを語っていました。 

 

■お問い合せ 東部地方振興事務所 林業振興部 林業振興班  電話番号 0225-95-1436 

当部職員によるワクチン接種の様子 

表彰状を受け取った高橋 勉 氏 



さけ稚魚の放流が始まりました 

 

 

 当部管内には 6 か所のさけふ化場があり，毎年多

くのさけ稚魚を放流しています。今年度も 2 月中旬

から旧北上川などでさけ稚魚の放流が始まりました。 

 さけは生まれ育った河川へ戻る性質を持っており，

自分が生まれ育った河川で産卵しますが，さけが産卵

を行える環境の河川は少なくなっています。また，さ

けを漁獲し続けるだけではさけ資源が減少してしま

うため，人の手でさけ資源を守るためにさけ人工ふ化

放流が行われています。 

   
さけふ化場では，9 月から 12 月に河川に遡上したさけを捕獲，人工授精を行い，稚魚がふ化した後，5cm 程

度になるまで大切に飼育し，2 月から 4 月にかけて親魚を捕獲した河川に稚魚を放流します。 

 近年，河川へ遡上するさけの数が少なくなっており，国による調査，原因究明が急がれています。当部とし

ても，さけ資源の維持・増加を目指して，今後も技術指導や放流支援を行っていきます。 

 

■お問い合せ 東部地方振興事務所 水産漁港部 水産振興班  電話番号 0225-95-7914 

 

松島自然の家 グランドオープン！  

 

 

松島自然の家（旧名：松島野外活動センター，通称：ヤカツ）

は昭和 45 年（1970 年）野蒜海岸に創設され，平成 17 年に現

在の名称となりました。多くの団体や御家族に利用していただ

いていましたが，東日本大震災で甚大な津波被害を受け，施設

が使えなくなりました。 

 その後，関係の皆様の御尽力により平成 29 年，東松島市の

宮戸島内に野外活動フィールドを先行オープンさせることが

できました。宮戸島の自然を生かした活動プログラム（シーカ

ヤック体験，いかだ遊び，新宮戸八景巡り，野外炊飯，クラフ

ト活動，防災学習等）が人気を集め，年を追うごとに利用者が

増えてきました。 

 そして今春，宿泊棟や体育館が完成し，グランドオープンを

迎えます。県内の学校や社会教育団体からすでに多くの予約を

いただいております。御家族やグループでも利用していただけ

ますし，出前講座も行っております。詳しくは当所 HP を御覧

いただき，お気軽にお問い合わせください。 

 

 

 

■お問い合せ 松島自然の家          電話番号 0225-90-4323 

放流されたさけの稚魚 

いよいよ室内泊ができます 

絶景を眺めながらのシーカヤック体験 
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《 ４月のおすすめ ヒラメとカレイ 》 

 ｢ヒラメ｣は小魚を一気に飲み込むことがで

きる大きな口が特徴です。白身の高級魚と

して知られ，その味わいは上品な甘みがあり

癖は無く，ほどよく脂が乗っていてお刺身に

最適です。 

 ｢カレイ｣はおちょぼ口で，主に砂の中の多

毛類や甲殻類等を食べています。仙台湾で

は特に｢マコガレイ｣と｢マガレイ｣が代表的で

す。また，最近では放流効果により高級魚

である｢ホシガレイ｣も増えています。｢カレイ｣

は刺身，焼き物煮付けなど様々な料理で

楽しめます。 

 

《 ５月のおすすめ 

みやぎサーモン(ギンザケ) 》 

みやぎサーモン(ギンザケ）は適度に脂が

乗り，身はふっくらと柔らかく甘みがあっ

て，お刺身がおすすめです。宮城県は全

国に先駆けて養殖に成功し，現在では

生産量全国第１位を誇ります。 

 活け締め処理を施した最高級ブランド

｢みやぎサーモン｣は，宮城県で初めて国

の地理的表示（GI）として登録されまし

た。 

 

ヒラメ マコガレイ 

マガレイ 

みやぎサーモン 



 

 
 

 

 

※ イベントの詳細は、主催団体・施設に直接お問い合わせください。 

※ 掲載されているイベントは，新型コロナウィルス感染症の感染拡大により，内容が変更または中止

になる可能性があります。  

4 月 

3/14(日)～ 
6/20(日) 

東松島市 企画展「貝塚の壁-海と沼の貝塚」（奥松島縄文村歴史資料館） 

3/20(土・祝)～ 
5/30(日) 

石 巻 
「萬画の国・いしのまき」石ノ森萬画館 81 回特別企画展 

少年あしべ展～森下裕美の世界～ 

4/1（木）～ 
9/30（木） 

広 域 東北デスティネーションキャンペーン 

   

５月 

5/1(土)～ 
   5(水･祝) 

東松島 縄文体験・体感 WEEK (奥松島縄文村歴史資料館) 

5/8(土)・9(日) 石 巻 金華山黄金山神社初巳大祭（金華山黄金山神社） 

5/8(土) 東松島 新宮戸八景ウォーク（松島自然の家） 

5/26(水) 石 巻 山大 Sustainable ふれあいコンサート in 石巻合庁 

5/22(土)･23(日) 
（一泊） 

東松島 
キャンプデビュー講座（松島自然の家） 

※県内在住の成人でキャンプ初心者の方対象 

5/23(日) 東松島 縄文・宮戸まつり(奥松島縄文村歴史資料館) 



宮城県内のイベント情報等について詳しくはこちらをチェック！ 

https://www.facebook.com/pg/pref.miyagi/posts/ 

宮城県広報課 Facebook 

宮城「魅力」ハンター 

 

東部地方振興事務所 HP 

問い合せ先 

宮城県東部地方振興事務所 地方振興部 

TEL 0225-95-1767  FAX 0225-95-1471 

E-mail et-sinbk2@pref.miyagi.lg.jp 

http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/11.html 

東部地方振興事務所 地方振興部公式 SNS のロゴマークです。 

関係各位には名刺等に御使用いただけます。詳しくはお問い合

わせください。 

SNS とともに周知いただきますようお願いいたします。 

ロゴの作成にあたり，東松島市のカクテルデザイン上野氏に 

御協力いただきました。 

 

 

 

mailto:et-sinbk2@pref.miyagi.lg.jp


 


